
小水力発電の事例（野川小水力発電所）

○ 野川幹線用水路（パイプライン）の落差を利用して発電

の が わ

野川

野川幹線用水路

新野川第１発電所
（山形県企業局）

野川小水力発電所

L=944.0m

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：山形県長井市
： 198kW
： 1,138MWｈ
： 4.4m3/s    
： 7.195m 
： 4億4,000万円
：平成26年11月
：地域用水環境整備事業

（野川地区）
：野川土地改良区

総落差9.3m

長井ダム

（既設導水管利用）

第２号幹線用水路

導水路全景

小水力発電所

新野川第１発電所

第１号幹線用水路

遊佐町

新庄市

大石田町

最上町

金山町

鮭川村

鶴 岡 市

真室川町

尾花沢市

酒 田 市

戸沢村

飯
豊
町

西川町

大江町

朝日町

白鷹町

長井市

小
国
町

村山市

天童市

山形市

上山市

米沢市

高畠町

南陽市

東根市

大蔵村

中山町

山辺町

川
三

町 庄
内

町

寒
河

江
市

河
北

町

町
西

川

町
形

舟

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量

(m3/s)

7.200 m3/s

3.148 m3/s

農業用水 発電用水（通年）※最大発電使用量

3.148 m3/s

4.400 m3/s※
7.202 m3/s

4.063 m3/s

（発電所全景） （水車）
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小水力発電の事例（水窪ダム発電所）

○ ダムの落差を利用した小水力発電施設

み ず く ぼ

水窪ダム発電所

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年 間 発 電 可 能 量

最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：山形県米沢市
： 798kW
： 3,898MWｈ
： 2.0m3/s    
： 50.4m 
： 6億3,655万円
：平成28年4月
：国営かんがい排水事業及び山形県企

業局との共同事業（米沢平野二期地区）

：米沢平野土地改良区

遊佐町

新庄市

大石田町

最上町

金山町

鮭川村

鶴 岡 市

真室川町

尾花沢市

酒 田 市

戸沢村

飯
豊
町

西川町

大江町

朝日町

白鷹町

長井市

小
国
町

村山市

天童市

山形市

上山市

米沢市

高畠町

南陽市

東根市

大蔵村

中山町

山辺町

川
三

町 庄
内

町

寒
河

江
市

河
北

町

町
西

川

町
形

舟

(導水管）
L=３８０ｍ
有効落差 ５０．４ｍ

Q=2.24m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量

(m3/s)

8.777 m3/s

2.000 m3/s※

8.349 m3/s

4.288 m3/s4.288m3/s

ダム取水量＝農業用水＋上水道＋工業用水道
発電用水（ダム取水量に従属）

※最大発電使用水量

水窪ダム発電所

小水力発電設備

小水力発電
施設

取水施設
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小水力発電の事例（竹森発電所）

○ 東幹線用水路の落差を利用した小水力発電施設

たけのもり

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量

最大使用水量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名
施 設 管 理 者

：山形県高畠町
： 120kW
： 681MWｈ
： 0.5m3/s    
： 31.5m 
： 2億7,863万円
：平成28年4月
：国営かんがい排水事業（米沢平野二期地区）

：米沢平野土地改良区

遊佐町

新庄市

大石田町

最上町

金山町

鮭川村

鶴 岡 市

真室川町

尾花沢市

酒 田 市

戸沢村

飯
豊
町

西川町

大江町

朝日町

白鷹町

長井市

小
国
町

村山市

天童市

山形市

上山市

米沢市

高畠町

南陽市

東根市

大蔵村

中山町

山辺町

川
三

町 庄
内

町

寒
河

江
市

河
北

町

町
西

川

町
形

舟

竹森発電所

（管水路）

Ｌ=７．８km
有効落差 ３１．５m

東幹線用水路

東幹線用水路

２号調整池

（ヘッドタンク）

Q=2.24m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量

(m3/s)

1.555 m3/s

0.500 m3/s※
0.886 m3/s 0.712 m3/s0.712m3/s

農業用水 発電用水（農業用水量に従属） ※最大発電使用水量

竹森発電所

小水力発電設備
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堰上ゲート

除塵機

入口ゲート
導水路FRPMφ1800

流量計室

管理桝

出口ゲート

水車・発電機

落差工

西１号幹線用水路

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

小水力発電の事例（赤川地区小水力発電所）
あ か が わ

：山形県鶴岡市
： 297kW 
： 1,879MWｈ
： 5.4m3/s   
： 7.2m
： 6億7,900万円
：平成29年7月
：国営かんがい排水事業

（赤川二期地区）
：庄内赤川土地改良区

○国営赤川二期地区の西１号幹線用水路の落差を利用した小水力発電施設

設置箇所

赤川地区
小水力発電所

期別水量

発電所

西１号幹線用水路

落差工

水車・発電機

農業用水

4.5m3/s
5.4m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

発電用水

4.5m3/s

41.446m3/s

30.856m3/s

※かんがい期は農業用水に従属、
非かんがい期は河川の浄化のための導水に従属

有効落差：最大７．２ｍ

3号落差工

4号落差工

5号落差工

6号落差工

7号落差工

水車・発電機

ﾍｯﾄﾞ
ﾀﾝｸ

水路縦断図

赤川二期地区

鶴岡市、三川町、酒田市

山形県
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村山北部小水力発電所 全景村山北部
発電所

小水力発電の事例（村山北部発電所）

○国営村山北部地区丹生川左岸幹線用水路(パイプライン)の落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年 間 発 電 可 能 量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：山形県尾花沢市
： 180kW
： 897MWh
： 1.0m3/s
： 25.4m
： 3億2,400万円
：平成30年7月
：国営施設機能保全事業

（村山北部地区）
：村山北部土地改良区

沈砂池(呑口部)

取水口
位置

頭首工から２６．８m
の落差

(有効落差２５．４ｍ)

調圧水槽

位 置 図

村山北部地区

山形
県

電気室

水車発電機室

東北電力(株)
引渡電柱

水車発電機(横軸フランシス水車)

発電機 水車

丹生川左岸幹線用水路 呑口部

除塵機

余水吐及び越流部
村山北部発電所下流から上流を望む

水車発電機室

東北電力(株)引
渡電柱

電気室

期別水量

農業用水(発電所地点)発電用水（農業用水に従属）

1.174 m3/s 1.174 m3/s

3.285 m3/s
3.833 m3/s

5.111 m3/s
4.433 m3/s

農業用水(鶴子頭首工)

1号分水工

２号分水工

３号分水工

４号分水工

0.808 m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

1.000 m3/s 0.808 m3/s

む ら や ま ほ く ぶ
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小水力発電の事例（日向川小水力発電所）

○ 両止幹線用水路の落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年 間 発 電 可 能 量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：山形県酒田市福山
： 123.5kW
： 753MWh
： 2.69m3/s    
： 8.1m
： 6億3,200万円
：平成30年7月
：地域用水環境整備事業

（日向川地区）
：日向川土地改良区

日向川頭首工

日向川小水力
発電所

福山分水工

（導水管）

L=468m
総落差 9.3m

日向川

に っ こ う が わ

遊佐町

新庄市

大石田町

最上町

金山町

鮭川村

鶴 岡 市

真室川町

尾花沢市

酒 田 市

戸沢村

飯
豊
町

西川町

大江町

朝日町

白鷹町

長井市

小
国
町

村山市

天童市

山形市

上山市

米沢市

高畠町

南陽市

東根市

大蔵村

中山町

山辺町

川
三

町 庄
内

町

寒
河

江
市

河
北

町

町
西

川

町
形

舟

Q=2.24m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量

(m3/s)

8.509 m3/s

農業用水 発電用水（通年） ※最大発電使用量

3.009 m3/s

1. 173 m3/s
2.69 m3/s※
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小水力発電の事例（平津小水力発電所）

月光川頭首工

平津小水力発電所

月光川

既設導水管利用
新設導水管：L= 68.4m

総落差 10.8m

左岸調圧水槽

遊佐町

新庄市

大石田町

最上町

金山町

鮭川村

鶴 岡 市

真室川町

尾花沢市

酒 田 市

戸沢村

飯
豊
町

西川町

大江町

朝日町

白鷹町

長井市

小
国
町

村山市

天童市

山形市

上山市

米沢市

高畠町

南陽市

東根市

大蔵村

中山町

山辺町

川
三

町 庄
内

町

寒
河

江
市

河
北

町

町
西

川

町
形

舟

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：山形県飽海郡遊佐町小原田
： 60.1kW
： 363MWh
： 1.40m3/s    
： 9.90m
： 3億2,000万円
：平成30年7月
：地域用水環境整備事業
（月光川地区）

：月光川土地改良区

○ 月光川左岸幹線用水路（パイプライン）の落差を利用した小水力発電施設

Q=2.24m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量

(m3/s)

農業用水 発電用水（農業用水に従属） ※最大発電使用量

4.035 m3/s
3.454 m3/s

1.404 m3/s※

ひ ら ず
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小水力発電の事例（白川いいで発電所）

白川

白川ダム

白川幹線用水路

西高峰
頭首工

松原用水路

萩生用水路

白川いいで発電所

遊佐町

新庄市

大石田町

最上町

金山町

鮭川村

鶴 岡 市

真室川町

尾花沢市

酒 田 市

戸沢村

飯
豊
町

西川町

大江町

朝日町

白鷹町

長井市

小
国
町

村山市

天童市

山形市

上山市

米沢市

高畠町

南陽市

東根市

大蔵村

中山町

山辺町

川
三

町 庄
内

町

寒
河

江
市

河
北

町

町
西

川

町
形

舟

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：山形県飯豊町小白川
： 43kW
： 222MWｈ
： 0.70m3/s    
： 9.03m  
：2億6,800万円
：平成30年11月
：地域用水環境整備事業
（白川地区）

：白川土地改良区

○ 白川幹線用水路の落差を利用した小水力発電施設

Q=2.24m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量

(m3/s)

3.649m3/s

農業用水 発電用水（かんがい期農業用水に従属）
※最大発電使用量

2.952m3/s

0.330 m3/s0.330 m3/s 0.700 m3/s※
0.700 m3/s 0.700 m3/s

し らかわ

（導水路）
Ｌ=222..8m

総落差 12.0m

1.644m3/s
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小水力発電の事例（大井沢小水力発電所）

○ 大井沢幹線用水路の落差を利用した小水力発電施設
遊佐町

新庄市

大石田町

最上町

金山町

鮭川村

鶴 岡 市

真室川町

尾花沢市

酒 田 市

戸沢村

飯
豊
町

西川町

大江町

朝日町

白鷹町

長井市

小
国
町

村山市

天童市

山形市

上山市

米沢市

高畠町

南陽市

東根市

大蔵村

中山町

山辺町

川
三

町 庄
内

町

寒
河

江
市

河
北

町

町
西

川

町
形

舟

【発電所諸元】
：山形県西川町大井沢
： 37kW
： 271MWｈ
： 0.29m3/s    
： 19.22m
： 2億5,500万円
：平成30年11月
：地域用水環境整備事業
（大井沢地区）

：西川町

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

Q=2.24m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量

(m3/s)

農業用水 発電用水（農業用水に従属） ※最大発電使用量

0.29 m3/s※

大井沢小水力発電所

大井沢堰頭首工

お お い さ わ
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第5号幹線用水路

野川小水力発電所

野川

最上川

（導水路）
Ｌ=308.0m

総落差 14.6m

第1号幹線用水路

小水力発電の事例（野川第２小水力発電所）

○ 野川５号幹線用水路の落差を利用した小水力発電施設

の が わ

野川第２
小水力発電所

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：山形県長井市寺泉
： 49kW
： 284MWｈ
： 0.67m3/s    
： 11.09m 
： 2億3,300万円
：令和元年11月
：地域用水環境整備事業

（野川地区）
：野川土地改良区

第2号幹線用水路

第3号幹線用水路

遊佐町

新庄市

大石田町

最上町

金山町

鮭川村

鶴 岡 市

真室川町

尾花沢市

酒 田 市

戸沢村

飯
豊
町

西川町

大江町

朝日町

白鷹町

長井市

小
国
町

村山市

天童市

山形市

上山市

米沢市

高畠町

南陽市

東根市

大蔵村

中山町

山辺町

川
三

町 庄
内

町

寒
河

江
市

河
北

町

町
西

川

町
形

舟

Q=2.24m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量

(m3/s)

1.795m3/s

農業用水 発電用水（農業用水に従属） ※最大発電使用量

0.670 m3/s※

1.525m3/s

0.565m3/s0.565m3/s
0.856m3/s
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